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概 要 Abstract

成 果 Results

・圃場での出穂状況の確認と併⽤することでTMRセンターやコント
ラクター等の⼤規模作業体系における効率的な牧草収穫に向けた作
業計画策定、個別⽣産者の収穫開始時期決定の参考に活⽤できます。
・システムはインターネットに接続されたパソコン上のMicrosoft
Excelで動作するもので、希望者には無料で配付します。

北海道内の任意の地点でチモシー（早⽣および中⽣品種）の出穂状況
を予測するシステムを開発しました︕システムは、⼲ばつにより出穂
が早まる傾向も考慮し、全道を継ぎ⽬なく予測することが可能です。

1．予測したい地点の
緯度経度を⼊⼒します。

2．予測したい年の萌芽⽇を
⼊⼒します。

3．⽐較したい年
（出穂状況が分かってい
る年）の萌芽⽇を⼊⼒し
ます。

4．気象データを取得します。

5．出穂始・出穂期が予測されます。

6．予測⽇以降の降⽔予報も表⽰されます。

⽐較年の予測結果が、
過去の出穂状況と概
ね同じである。

当年の予測結果を
そのまま参考にす
る。

当年の予測結果と⽐較年の予測結果を相対⽐
較して参考にする。

当年<⽐較年
当年の出穂は⽐較年
より早く進んでいる。

当年>⽐較年
当年の出穂は⽐較年
より遅く進んでいる。
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＜システムの操作⽅法＞

＜予測結果の解釈⽅法＞


